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学習指導要領の前文と総則に書かれていることを
しっかり読み込むと、これからの世界に通用する
「人間」や、そこに向かう学びのあり方が見えてきま
す。皆さんが考えたこと、重要と思ったことが、
どのように書かれているでしょうか。

新しい学習指導要領では
どのように言っているでしょう

今回の改訂では、学習指導要領に前文がつきました。

法令に前文が加えられるって、前代未聞のことですよ。
今回の学習指導要領には、これが書き加えられたのです。
改訂の主旨を特に強調するためのものです。



児童の人間として調和のとれた
育成を目指し・・・（個性を生かす）

自分のよさや可能性を認識する とともに あらゆる他者を価値のある存在として

尊重し、多様な人々と協議しながら

様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓き、 持続可能な社会の創り手となる

ことができるようにすることが求められる

10年前の学習指導要領

新しい学習指導要領（前文）

この考え方は、ＥＳＤそのものです

個人の成長 社会人としての役割

個人の成長



（厳しい時代をたくましく）

「生きる力」を育む ・思考力

１、課題解決に必要な ・判断力

・表現力

・主体的に学習に取り組む態度

・多様な人々との協働 コミュニケーション能力

２、豊かな心や創造性
３、健康で安全な生活と

豊かなスポーツライフ（17ページ）

学習指導要領では具体的には
知識や技能だけでなく

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Fi.pinimg.com%2F736x%2F2c%2F51%2Fd2%2F2c51d2ca27616b5405fbc03092ea9af7.jpg&imgrefurl=https%3A%2F%2Fwww.pinterest.com%2Fpin%2F511580838922023143%2F&docid=zMCW17IucUuYcM&tbnid=lUQ8Nj01VpTD0M%3A&vet=10ahUKEwjb6Z3-4ZTmAhWXBIgKHTy3Dt4QMwhrKAYwBg..i&w=571&h=720&bih=607&biw=1280&q=%E3%83%81%E3%82%B3%E3%81%A1%E3%82%83%E3%82%93%20%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwjb6Z3-4ZTmAhWXBIgKHTy3Dt4QMwhrKAYwBg&iact=mrc&uact=8


教育課程の編成において

総合的な学習の時間の目標と関連を図り

①教科横断的に学ぶ （19ページの２）

（カリキュラム・マネジメント）

教育課程の実施において

②主体的・対話的で深い学び
に向けた授業改善 （22ページ１の⑴・・・つまり）

《探究的・問題解決的な学び》のこと



教科領域 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

理科

社会

総合

英語

特活

道徳
音楽

図工

体育
家庭

八名川まつり

環境の教育 多文化理解 人権・命の教
育

学習スキル

世界が１００人
の村だったら

① SDGsの視点
から未来について、
自分の考えをもつ

⑤ これからの
日本について
考える

② 戦争中
の生活や
人々の願い
を知る

③ 将来の夢に
ついて考え、
自分を見つめる

⑥ 自分がなりたい
職業を選び、実現へ
の道筋を調べる ⑦ 調べたこと

を地域・保護者
に発表する

④ 将来の自分
の姿を想像し、
立体作品を作る

新しい日本、
平和な日本へ

⑧ 世界の現状
を見つめ自分の
生き方・学び方
について考える

未来がよりよ
くあるために

第６学年 「未来にはばたけ」学習カレンダー 江東区立八名川小学校

カリキュラム・
マネジメント

未来に
はばたけ！

１２年後の私

？
カリキュラム・
マネジメント

従来の教科分断的な
発想から、教科横断
的な発想への飛躍が

必要！

卒業式

長く続いた戦争
と人々の暮らし

10:50



◎主体的・対話的で深い学びの実現に向けた 授業改善 を
通して、生きる力を育むことを目指す。

・基礎的・基本的な知識・技能の習得 と
・思考力・判断力・表現力等の育成
・主体的学習態度や多様な人々との協働
・豊かな心や創造性の涵養
・学びに向かう力、人間性等

などが、どうしたら自然に身についてくるの。
詰め込み教育をすると主体性も、豊かな心も育ちにくい。
別々にやろうとしても時間ばかりかかる！
だから

問題解決的な学習過程を重視
して、その中に、対話的な
協働場面を位置づけることで
問題解決能力を高める。

ＥＳＤカレンダーを工夫して、
その中で学習をつなげカリ
キュラム・マネジメントする
ことで、活用能力を高める。

活用

ベーシックドリル

学習規律



「計画する→調べる」
というステップ。予想
を立て、何時間で、ど
んな方法で、だれに聞
いて、どこに行って、
どうやって調べるか、
どのようにまとめ、そ
れを誰に伝えるかなど

ポートフォリオ等を活
用しながら、効率よく
まとめる。
発表練習では、助言
カード等を活用する。
友達と練習の交流をさ
せることで、説得力の
ある結論が導き出せる。

○○報告会、八名川
まつり（ＥＳＤ学習
まつり）など、子ど
もたちが、学年や学
校・地域を越えて発
表したり、行動した
りする場を設定する。
自ら考えたことを進
んで実行させる。

単元全体に関わる大き
な問題意識を共有する
ことが重要。目標に向
けて、教師の仕掛ける
能力が成否を分ける。
下に示した「火をつけ
る３つのステップ」を
意識して指導する。

【学びに火をつける】 【調べる】 【まとめる・実行する】 【伝え合う】

①体験活動や資

料をもとに基本

的な事実と出会

い, 共有する

②多様な気づき

や感想を共有す

る

①教師が提示した

り、子どもが調べ

たりして合った矛

盾する事実や意表

をつく話や資料等

から疑問を感じ、

書き出す

１, 出 会 う ２, 気 付 く

①グループや学級

全体で疑問を出し

合い、分類・整理

して学習問題化す

る

②問題について予

想をする

３, 問題意識をもつ

先生に言われて調べ、
まとめて、発表しても
自分の学びじゃない！
「学びに火をつける」
ことが重要。
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＜問題に気づかせる＞

1)体験活動や提示資料

をもとに基本的な

事実と出会う

2)体験したり資料を見

たりしたことから、

多様な気づきや感想

などをもち、それを

共有する

＜ 火をつける ＞

3)教師が提示したり、子

どもが調べたりして出

合った矛盾する事実や

意表をつく話や資料等

から疑問を感じ、書き

出す

＜テーマを決める＞

4)グループや学級全体で疑

問を出し合い、分類・整

理してまとめ、学習問題

をつくる

5)問題について、自分なり

の予想をする

① ② ③

親しみ・憧れ・共感 それらをひっくり返す 疑問から学習問題へ

事実との
出会わせ方が重要



教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

理科

社会

総合

英語

特活

道徳

音楽

図工

体育

家庭

第6学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

八名川まつり

環境の教育 国際理解や協力 人権・命の教育 学習スキル

自然に学ぶ
暮らし

ようこそ私
たちの町

古きよき心

未来がよりよ
くあるために

日本とつなが
りの深い国々

日常の食事と

調理の基礎

世界の未来と

日本の役割

これから
の自分

１２年後の私

江戸の文化をつ
くりあげた人々

長く続いた戦
争と人々の暮

らし

電気の性質とはたらき大地のつくりと変化

病原体と体の抵抗力 喫煙・飲酒・薬物

俳 句 づ く り

江戸・深川のまちを語ろう

同じ地球
の子どもた

ち

世界が１００
人の村だった

ら

資料の調べ方

未来に
はばたけ！

私たちの願い
を実現する政

治

ホワイトハウ
スにできた柔

道場

世界が１００人の村
だったら

２８年度版

ＥＳＤカレンダー・・・教科横断的な学習指導のイメージマップ



ＥＳＤカレンダーと、この具体的な指導計画がセットになっていることが重要です。

問
題
解
決
的
な
学
習
過
程

学びに火をつける

地域人材・外部機関



総合的な学習の時間と学力との相関

H25全国学力・学習状況調査（小学校６年生）
「「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて、情報を集めて整理して、調べたことを発表
するなどの学習活動に取り組んでいますか」の回答と平均正答率のクロス集計

＊「１ 当てはまる」 「２ どちらかといえば、当てはまる」
「３ どちらかといえば、当てはまらない」 「４ 当てはまらない」

グラフの横幅は各々の
児童数の割合を反映



学力以外での児童の変化

① 学習全般に対する積極性が高まる

② 子ども同士の人間関係が穏やかになる

③ 誰の意見に対しても尊重し、聞き合えるようになる

④ 大人に対する信頼感が高まる

⑤ どの学年もプレゼン能力が飛躍的に高まる

⑥ 全校集会など、児童の活動が主体的になり、質も向上

⑦ 高学年が頼りになる



１年 秋のおもちゃの店

２年 うごくおもちゃ大しゅう合

３年 八名川タイムトラベル

４年 やさしさパワーアップ大作戦

５年 今やろう！
地震から身を守る備えを！

６年 未来にはばたけ！
～小学校卒業研究～

第7回八名川まつり発表内容

キャリアの視点から将来設計と学び方を語る

保護者や地域の方と備えを語る

妊婦さん・外国人・お年寄り・・・・

町の史跡や道具を調べて語ります。

ゴムで、風で、坂道で・・・いっしょにあそぼ！

ドングリやまつぼっくりで楽しもう

令和元年の八名川まつりＥＳＤパワーアップ交流会は、
10月19日（土）。児童の発表内容・研究交流の時程等は、
江東区立八名川小学校ホームページからご確認ください。



八名川まつりのような
「全校児童（生徒）によるＥＳＤ学習発表プレゼンまつり」
をすることの価値

① 一人一人の子どもが、「大人から子どもまで様々な
世代の方に向かって、自分の学びを、何回も語る。」
という経験ができる。
人に伝える中で、自分の学びへの深い理解が進む。

② 多くの人に認められ、自信と誇りと課題意識が育つ。
③ テーマごとにグループを作って学び・まとめ・発表す

ることで、開かれた学年ができる。
④ あこがれをもって上級生の取り組みを見る中で、毎

年、無意識のうちに、前年の取り組みを越えようと工
夫され、全校の学びの質が、自動的に高まる。

これを教育課程に位置づけるのもカリキュラムマネジメントです



◆子どもたちが生きていく時代を踏まえた社会的な課題 何を学ぶか


